
■
裁
判
を
応
援
し
て
下
さ
っ
た
全
て
の
皆

様
に
感
謝

　

本
年
令
和
７
年
４
月
10
日
、『
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

訴
訟
』
は
最
高
裁
が
、
我
々
原
告
の
上
告
を
棄

却
し
て
、
終
わ
り
ま
し
た
。
皆
様
、
長
い
間
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
裁
判
は
敗
訴
で
し
た
が
、

我
々
が
得
た
収
穫
は
実
質
勝
訴
と
も
い
え
る
ほ

ど
、
非
常
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
訴
訟

の
結
果
、
今
後
、
我
が
国
の
裁
判
官
が
、
ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
身
に
着
け
て
い
る
国
民
に
対

し
て
、
そ
の
バ
ッ
ジ
を
外
さ
せ
る
と
い
う
馬
鹿

げ
た
訴
訟
指
揮
を
す
る
こ
と
は
も
う
二
度
と
な

い
だ
ろ
う
と
、
原
告
の
一
人
で
あ
り
、
本
稿
筆

者
で
あ
る
南
木
は
判
断
し
て
い
ま
す
。
そ
の
意

味
で
、
当
裁
判
は
実
質
目
的
を
達
成
し
た
の
で

あ
り
、
私
た
ち
は
、
我
が
国
の
正
気
を
保
つ
た

め
に
貢
献
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
裁
判
を
支
援
し
て

く
だ
さ
り
、
傍
聴
し
て
下
さ
り
、
一
緒
に
戦
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
『
フ
ジ
住
宅
』
今
井
会
長
、
議
員
の
皆

様
、
救
う
会
西
岡
会
長
に
感
謝

　
『
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
訴
訟
』
は
東
京
証
券
取
引
所

プ
ラ
イ
ム
市
場
（
東
証
一
部
）
上
場
企
業
『
フ

ジ
住
宅
』
の
創
業
者
、
会
長
で
あ
る
今い

ま

井い

光み
つ

郎お

氏
が
原
告
代
表
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

広
く
人
々
の
耳
目
を
集
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
注

目
の
訴
訟
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
田
政
宗

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
国
会
議
員
、

地
方
議
員
の
皆
様
の
多
大
な
ご
協
力
を
得
ま
し

た
。
裁
判
全
期
間
を
通
じ
て
、「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン

バ
ッ
ジ
」
を
常
時
着
用
す
る
政
治
家
は
目
覚
ま

し
く
増
え
、
ま
た
、
公
務
員
や
各
種
団
体
に
も

同
バ
ッ
ジ
着
用
の
習
慣
が
広
ま
り
ま
し
た
。
日

本
を
訪
問
さ
れ
た
米
国
大
統
領
や
同
国
政
府
高

官
が
、
そ
ろ
っ
て
同
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
て
、
連

帯
を
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

「
救
う
会
」
西
岡
力
会
長
は
じ
め
、「
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
の
会
」
の
皆
様
他
、
関
係
す
る
多
数
の
皆

様
に
も
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
裁
判
進
行
中
に
、

全
国
で
映
画
『
め
ぐ
み
へ
の
誓
い
』（
野
伏
翔
監

督
）
が
何
度
も
上
映
さ
れ
、
横
田
め
ぐ
み
さ
ん

は
じ
め
、
北
朝
鮮
に
よ
っ
て
拉
致
さ
れ
た
人
々

を
、
一
刻
も
早
く
奪
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言

う
多
く
の
人
々
の
想
い
が
盛
り
上
が
る
こ
と
に
、

「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
訴
訟
」
を
終
え
て

菅す
が

浩こ
う

二じ

南
木
倶
楽
部
全
国
代
表

南み
な

木き

隆た
か

治は
る
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ま
す
。
島
根
県
に
は
、
地
裁
、
家
庭
裁
判
所
、

簡
易
裁
判
所
も
あ
る
が
、
島
根
県
を
管
轄
す
る

全
て
の
裁
判
官
の
中
で
一
番
高
い
地
位
が
、
中

垣
内
裁
判
官
が
就
任
し
た
松
江
地
方
裁
判
所
の

所
長
で
す
。
栄
転
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
後
彼
は
、
大
阪
高
裁

の
部
長
（
裁
判
長
）
と
し
て
、
大
阪
高
等
裁
判

所
に
戻
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
今
回
彼
は
神
戸
市
の
家
庭
裁
判

所
所
長
に
、
本
年
１
月
29
日
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
ど
う
見
て
も
「
降
格
」
で
し
ょ
う
。

　

出
世
を
望
む
公
務
員
の
一
番
関
心
が
あ
る
事

は
、
人
事
で
す
。
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
外

さ
せ
た
ら
、
結
局
最
後
は
降
格
に
な
る
と
分
か

れ
ば
、
裁
判
官
は
今
後
、
誰
も
「
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
バ
ッ
ジ
を
外
せ
」と
は
言
わ
な
く
な
る
で
し
ょ

う
。
最
高
裁
は
、
判
決
に
お
い
て
は
、
仲
間
で

あ
る
裁
判
官
を
守
っ
た
が
、
今
後
同
じ
こ
と
を

し
た
ら
、
格
下
げ
人
事
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
、

全
国
の
裁
判
官
た
ち
に
示
し
ま
し
た
。
松
江
地

裁
の
所
長
に
、
中
垣
内
氏
が
就
任
し
た
と
き
は
、

昇
格
人
事
で
、
そ
の
人
事
も
最
高
裁
人
事
で
す

か
ら
、
最
高
裁
判
所
は
、
我
々
が
訴
訟
を
起
こ

し
て
以
後
、
価
値
判
断
を
変
え
た
の
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

当
裁
判
は
相
乗
効
果
を
果
た
せ
た
と
思
い
ま
す
。

■
最
高
裁
は
１
年
間
熟
慮
し
た

　

当
『
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
訴
訟
』
の
最
高
裁
判
所

へ
の
上
告
の
日
付
は
、
昨
年
、
令
和
６
年
４
月

10
日
で
し
た
。
そ
し
て
、
上
告
棄
却
の
決
定
が

本
年
、
令
和
７
年
４
月
10
日
で
し
た
の
で
、
最

高
裁
判
所
は
、
き
っ
ち
り
１
年
間
、
本
件
を
検

討
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
際
は
中
身
を

調
べ
つ
く
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

■
中
垣
内
健
治
裁
判
官
の「
格
下
げ
人
事
」

と
抱
き
合
わ
せ
の
最
高
裁
決
定

　

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
こ
の
稿
を
書
い
て
い
る

南
木
の
個
人
的
な
見
解
で
す
が
、
今
回
の
最
高

裁
決
定
は
、
最
初
に
同
バ
ッ
ジ
を
外
さ
せ
た
、

中
垣
内
健
治
裁
判
官
の
「
格
下
げ
人
事
」
と
抱

き
合
わ
せ
の
判
決
の
つ
も
り
な
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

裁
判
官
の
人
事
評
価
は
す
べ
て
最
高
裁
判
所

が
行
い
ま
す
。
中
垣
内
裁
判
官
は
、
大
阪
地
裁

堺
支
部
の
支
部
長
で
、
高
裁
の
裁
判
官
で
す
ら

な
か
っ
た
の
に
、
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
外

さ
せ
た
か
ら
こ
そ
、
島
根
県
の
松
江
地
方
裁
判

所
の
所
長
に
栄
転
で
き
た
と
い
う
意
見
が
あ
り

　

よ
っ
て
、
我
が
国
の
裁
判
官
で
、
そ
の
ブ
ル
ー

リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
外
さ
な
け
れ
ば
、
裁
判
を
受

け
る
事
も
傍
聴
す
る
事
も
認
め
な
い
、
と
い
う

よ
う
な
、
愚
か
な
訴
訟
指
揮
を
す
る
裁
判
官
は
、

今
後
は
も
う
現
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
言
う
意
味
で
、
こ
の
裁
判
は
実
質
勝
訴

し
ま
し
た
。
裁
判
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
以
上
、

取
り
急
ぎ
、『
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
訴
訟
を
終
え
て
』

の
ご
報
告
と
、
皆
様
へ
の
御
礼
ま
で
。

〈「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
訴
訟
」
の
経
緯
〉

  

平
成
27
年
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
上
場
「
フ
ジ

住
宅
」の
在
日
韓
国
人
パ
ー
ト
女
性
が
、職
場
で「
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
を
含
む
民
族
差
別
的
な
資
料
を

配
布
さ
れ
た
と
し
、
同
社
と
、
同
社
今
井
光
郎
会

長
を
提
訴
し
た
。
大
阪
地
裁
で
中
垣
内
裁
判
長
は

筆
者
を
含
む
傍
聴
人
多
数
が
常
時
着
用
し
て
い
る

ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
バ
ッ
ジ
を
傍
聴
券
抽
選
の
段
階
で

外
す
よ
う
命
令
。
次
に
裁
判
当
事
者
で
あ
る
今
井

氏
ら
が
同
バ
ッ
ジ
を
外
さ
な
け
れ
ば
開
廷
し
な
い

と
い
う
異
常
な
訴
訟
指
揮
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
同
社
の
今
井
氏
や
筆
者
ら
は
、
こ
の
命
令
は
憲

法
違
反
に
あ
た
る
と
し
て
令
和
２
年
に
国
賠
訴
訟

を
起
こ
し
た
。
同
訴
訟
は
、
１
、２
審
原
告
側
の
敗

訴
、
上
告
し
た
が
今
回
の
最
高
裁
判
決
に
至
っ
た
。
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